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<はしがき>

サプライチェーン ･マネジメン ト (SCM)とは､最初のサプライヤーからエン ドユ

ーザーにいたるまでの全ビジネスプロセスを統合管理することで､効率性の改善および

新システムの開発を図るものである｡ SCMに関 しては､すでに多くの著作が出版され

ているが､マーケテイングという見地から書かれたものはなかった｡今回の研究におい

ては､モジュール化､マス ･カスタマイゼ-ション､ポス トポーンメン ト､リレーショ

ンシップといったSCMにおいて重要な概念が考察されている｡

SCMは 21世紀におけるビジネスのインフラス トラクチャーとなる理論であり､SC

Mの理解なくして事業を展開することはできないであろう｡欧米企業におけるリエンジ

ニアリングの成果とする研究者も多いが､本報告書においては今後ますますの発展が予

測されるシステムとしてSCMに係わる基本理論を考察している｡
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